
ポリ尿素樹脂を用いた超音波トランスデューサ

担当：高安 俊貴（M2）

1. はじめに

2. 作製方法 3. ポリ尿素アレイトランスデューサ

4. 実験結果

5. 結論

◎ ポリ尿素膜蒸着装置 ◎ 分極装置

◎ フォトリソグラフィー技術

◎ アドミタンス特性

◎ パルス /エコー実験

◎ ビームステアリング実験

- フォトリソグラフィー技術を利用して高周波微細アレイトランスデューサを作製するに

当たり、ポリ尿素が大変適した材料の一つであることが判明した。

• ダイレクトポーリング

• コロナポーリング

- ポリ尿素膜の作製 → 高い膜厚制御性をもつ蒸着重合法

- 微細アレイ電極の作製 → フォトリソグラフィー技術

- 100 MHz 動作可能な 32 素子のリニアアレイトランスデューサ
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